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　はじめに

ベニマトウダイ科ベニマトウダイ属 Parazen 

Kamohara, 1935は全世界からベニマトウダイ Para-

zen pacificus Kamohara, 1935のみが知られており

（Fricke et al., 2020），深海性魚類において唯一口腔

内で卵塊を保育する生態をもつ（Singer et al., 

2020）．本種は西大西洋，インド・西太平洋，お

よび中央太平洋の温帯から熱帯の深海域に広く分

布 し（Heemstra, 2000, 2003；Hutchins, 2001；

Moore et al., 2003；中坊・甲斐，2013），国内では

黒潮流域にあたる房総半島東岸から九州南岸にか

けての太平洋沿岸，薩摩半島南西沖，屋久島を含

む琉球列島，東シナ海，および九州―パラオ海

嶺から記録されている（Ozawa, 1983；Shinohara et 

al., 2005；Motomura et al., 2010； 中 坊・ 甲 斐，

2013）．

静岡県沖遠州灘で操業する底曳網漁業によって

4個体（標準体長 80.3–128.7 mm）のベニマトウダ

イが採集された．これらの標本は静岡県沖遠州灘

における標本に基づく初記録となる．また観察標

本において成長段階による体型と色彩の変化が認

められたため，併せて報告を行う．

　材料と方法

計数・計測方法は概ね Kai and Tashiro（2019）

に準拠した．尾鰭長は上葉長と下葉長に分けて計

測した．体高は最大値，尾柄高は最小値を計測し

た．また，計測項目に背鰭軟条長（最大）および

臀鰭軟条長（最大）を追加した．標準体長は体長

または SLと表記し，ノギスを用いて 0.01 mm単

位で計測した．生鮮時の体色の記載は，4個体の

遠州灘産標本のカラー写真（Fig. 1）に基づく．

色の名称は主に財団法人日本色彩研究所（2011）

に従った．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総

合研究博物館（KAUM）に保管されており，上

記の生鮮時の写真は同館のデータベースに登録さ

れている．

　結果と考察

Parazen pacificus Kamohara, 1935

ベニマトウダイ　（Figs. 1–3）

標本　4標本，体長 80.3–128.7 mm，全て遠州

灘産（静岡県浜松市沖），底曳網にて採集：

KAUM–I. 139786， 体 長 94.6 mm，KAUM–I. 

139787，体長 80.3 mm，2019年 10月 23日，共榮

丸（手良村知功採集）；KAUM–I. 139788，体長

128.7 mm，34°32′N, 137°50′E，水深 300 m，共榮

丸（手良村知功・藤川大学採集），2020年 2月

12日；KAUM–I. 139789，体長 90.8 mm，34°31′N, 

137°42′E，共榮丸（手良村知功・藤川大学採集），

2020年 2月 12日．

記載　背鰭鰭条数 VIII, 25–26；臀鰭鰭条数 I, 

28–31；胸鰭鰭条数 12–14；第 1鰓弓の鰓耙数 7．

体長に対する体各部の割合（%）：頭長 36.1–
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37.6；吻長 14.3–15.8；眼窩径 12.2–13.5；両眼間

隔 9.7–10.3；体高（最大）32.6–40.3；尾柄高（最小）

10.1–11.2；尾柄長 11.7–14.5；上顎長 18.8–19.5；

下顎長 20.7–22.7；背鰭前長 38.7–46.1；臀鰭前長

58.6–61.0；腹鰭前長 47.2–46.8；胸鰭長 7.8–9.4；

腹鰭長 8.7–17.23；尾鰭上葉長 16.8–22.7；尾鰭下

葉長 18.3–22.3；背鰭第 1棘長 10.3–13.4；背鰭第

2棘長 9.3–12.5；背鰭第 3棘長 7.2–12.5；背鰭第 4

棘長 4.2–9.8；背鰭第 5棘長 3.2–8.6；背鰭第 6棘

長 2.7–5.7；背鰭第 7棘長 1.7–3.2；背鰭第 8棘長

0.5–1.4；背鰭軟条長（最大）8.2–10.5；臀鰭棘長

2.3–3.2；臀鰭軟条長（最大）8.2–12.4．

体は前後方向に長い楕円形で側扁する．体高

は第 1背鰭起部で最大となり，後方に向かうにし

たがい，緩やかに低くなる．体背縁と体腹縁は小

型の標本（体長 94.6 mm以下）においてほぼ並

行であり，大型の標本（体長 128.7 mm）の標本

では丸みを帯びる．頭部は三角形で吻は尖る．眼

は大きく円形．口は端位．主上顎骨背縁は背方向

に膨出する．前鰓蓋骨後縁は円滑で，後向棘をも

たない．上顎には紡錘歯列が 1列あり，主上顎骨

中央部付近には紡錘歯列の内外に微小な円錐歯が

散在する．下顎には紡錘歯が 1列ある．鋤骨に左

右それぞれ 6–10本の紡錘歯からなる細い歯帯を

もつ．体側の鱗は円鱗．第 1背鰭は第 2背鰭と比

較して小さい．第 1背鰭は背鰭第 2–3棘において

最も高い．第2背鰭高第12軟条において最も高い．

胸鰭基底は眼の下端とほぼ同位置かそれより下に

位置する．胸鰭後縁は丸みを帯び，小さく，第 7

軟条が最も長い（KAUM–I. 139786のみ第 4軟条）．

腹鰭は扇形で小さい．臀鰭は第 14–17軟条におい

て最も高い．第 2背鰭と臀鰭はほぼ対在し，臀鰭

後端は第 2背鰭後端よりもわずかに後方に位置す

る．尾鰭は二叉型で，上葉と下葉の長さはほぼ同

長．側線は 2本で，上下の側線はともに鰓蓋開孔

部上端の直後から始まり，第 2背鰭後端直下にお

いて接続し，尾柄後端に至る．上下の側線はいず

れも有孔鱗をそなえる．体腹縁に陵鱗をもたない．

背鰭基底と臀鰭基底に骨質板をもたない．

生鮮時の色彩　体背縁は地色が明るい赤．体

側面は地色が薄いピンクで，その上を一様にグア

ニン色素が覆う．体腹縁の地色は一様に白色で，

Fig. 1. Fresh specimens of Parazen pacificus from off Hamamatsu, Shizuoka Prefecture, Japan. A: KAUM–I. 139786, 94.6 mm SL; B: 
KAUM–I. 13978, 80.3 mm SL; KAUM–I. 139788, 128.7 mm SL; C: KAUM–I. 139789, 90.8 mm SL.
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光の当たる角度によって青藤色から薄く青みが

かった緑の光沢を呈する．頭部の地色は薄いピン

クで，主上顎骨と下顎骨の縁辺，および吻背縁は

明るい赤色を呈する．頬部の地色は薄いピンクで，

光の角度によって紫みがかったピンクの光沢を呈

する．鰓蓋は一様にグアニン色素に被われる．第

1背鰭の鰭膜の地色は薄いピンクで，先端は黒色．

第 2背鰭，臀鰭，腹鰭および尾鰭の地色は白色．

小型の個体（KAUM–I. 139789，体長 90.8 mm）

は第 2背鰭，臀鰭に明るい赤色の 2–5個の半楕円

状斑をもつ（大型の個体では不明瞭または消失）．

小型の個体（KAUM–I. 139786，体長 94.6 mm；

KAUM–I. 139789，体長 90.8 mm）の第 1背鰭と

腹鰭の上半の鰭膜は赤みを帯びる（大型の個体で

は赤味を帯びない）．

分布　本種は広域分布種であり，大西洋［ブ

ラウンズバンク，メキシコ湾，キューバ，プエル

トリコ，およびコロンビア（Heemstra, 2003；

Moore et al., 2003；中坊・甲斐，2013）］，西イン

ド洋［タンザニア，マダガスカル，南アフリカ，

およびナザレスバンク（Heemstra, 2003；中坊・

甲斐，2013）］，東インド洋［オーストラリア北・

西岸（Williams et al., 1996；Hutchins, 2001；中坊・

甲斐，2013）］，西太平洋［日本，台湾，ニューカ

レドニア，オーストラリア東岸，東シナ海，およ

び 南 シ ナ 海，（Heemstra, 2000； 中 坊・ 甲 斐，

2013）］，および中央太平洋［天皇海山（中坊・甲

斐，2013）］から記録されている．日本近海では，

鹿島灘（茨城の海産動物研究会，2001），房総半

島沖（中坊・甲斐，2013），駿河湾（Shinohara 

and Matsuura, 1997；小林，1999），遠州灘［中島，

1975；中島，2003（渥美半島・伊良湖岬沖）；本

研究（浜松市沖）］，熊野灘［井田，1982；町田，

1985；久保ほか，2012（紀伊長島町沖，尾鷲市沖）］，

土佐湾［蒲原，1935（原記載）；Shinohara et al. 

2001］，九州東岸（Iwatsuki et al., 2017），九州南

部（Ozawa, 1983；中坊・甲斐，2013），屋久島

（Motomura et al., 2010），琉球列島（Shinohara et 

al., 2005），沖縄舟状海盆（町田，1985），東シナ

海［山田ほか，2007（東シナ海大陸棚縁辺域）；

古賀ほか，2010（長崎沖）］，および九州―パラ

オ海嶺（井田，1982）から記録されている．

備考　本研究で得られた標本は，背鰭棘数が

VIII，主上顎骨背縁が背方向に膨出する，前鰓蓋

Fig. 2. Fresh specimens of Parazen pacificus (KPM-NI 51799, 74.3 mm SL) from off Hamamatsu, Shizuoka Prefecture, Japan.
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骨が円滑で，後向棘をもたない，腹鰭に棘をもた

ない，腹鰭起部が胸鰭基部上部より後方，腹部に

陵鱗が無い，背鰭および臀鰭基底に骨質板が無い，

目の上縁に鋸歯をもたないなどの形態的特徴がベ

ニマトウダイ Parazen pacificusの原記載（蒲原，

1935）に示された標徴とよく一致したため本種に

同定された．

なお，本種は体が長いこと，腹部に陵鱗が無

いことから同科別属であるカゴマトウダイ

Cyttopsis rosea (Lowe, 1843)と容易に識別される

（中坊・甲斐，2013）．蒲原（1935）はベニマトウ

ダイが臀鰭に棘をもたず，側線が 1本であるとし

ているが，西部・中央大西洋のマトウダイ目の総

括をおこなった Heemstra（2003）は本種が臀鰭

に矮小な 1棘をもち，側線が 2本であるとしてい

る．本研究における記載標本は Heemstra（2003）

の報告した P. pacificusと同様に，側線が 2本で上

下のいずれの側線にも有孔鱗をもつ，臀鰭に矮小

な 1棘をもつことなどの特徴を有することが確認

された．なお，本種のタイプ産地である土佐湾を

含む日本領海と台湾産の 43標本（体長 80.5–

169.8 mm）も本研究の記載標本と同様の形態的

特徴をもつことから，本種は実際には 2本の側線

と 1臀鰭棘をもつものと考えられる．

本種はこれまでに，駿河湾，愛知県側の遠州

灘および熊野灘から記録されていた（中島，

1975，2003；Shinohara and Matsuura 1997；小林，

1995；久保ほか，2003）．本研究によって本種の

静岡県側の遠州灘における分布が確認されたこと

から，本種は熊野灘から駿河湾にかけて連続的に

分布することが明らかとなった．なお，遠州灘か

ら本種を記録した中島（1975, 2003）には根拠と

なる標本が示されていないため，本研究は遠州灘

からの標本に基づく本種の確かな記録となる．

成長に伴う形態と色彩の変化　本研究の記載

標本と高知，東シナ海，および台湾から得られた

比較標本にもとづき，本種の体高の体長に対する

割合を整理した結果，体長 100 mm以下の標本は

体高が体長の 32.4–38.9%（平均 35.0%），体長

100 mm以上では 35–40.2%（平均 38.1%）であっ

た（Fig. 3）．また，体長 90 mm以下の標本は，

胸鰭基底上端が眼の下端とほぼ同位置であるが，

体長 90 mm以上の標本は胸鰭基底上端が眼の下

端から大きく離れていた（Figs. 1, 2）．したがって，

本種は成長にしたがって体高が高くなる傾向があ

り，それに伴い胸鰭基底の位置が腹方向に移動す

るものと考えられる．中坊・甲斐（2013）は本種

の胸鰭基底上端が眼の下端よりはるかに下位であ

ることをカゴマトウダイとの識別的特徴の 1つと

して挙げているが，これは大型の個体においての

みである考えられる．また，本研究の記載標本の

うち 1 標本（KAUM–I. 139786，体長 94.6 mm）

は腹鰭第 3軟条が伸長するものの，同様の形態的

特徴をもつ個体は過去の報告や本研究で観察を

行った大型の個体においては確認されなかった．

この特徴は本研究の記載標本および比較標本より

小型である駿河湾産の 1標本（KPM-NI 51799，

体長 74.3 mm）においても観察された（Fig. 2）．

また，過去に報告された例のないベニマトウダイ

の体長 100 mm未満の個体における生鮮時の色彩

を観察した結果，第 1・2背鰭，腹鰭，および臀

鰭に赤色の色彩をもつことが明らかとなった

（Fig. 1）．これらの色彩的特徴は大型の個体では

不明瞭または消失するものであり，体サイズによ

る一定の連続性がみられたことから，成長に伴っ

て変化する可能性が示唆された．ただし，

KAUM–I. 139787（体長 80.3 mm）は小型である

にもかかわらず赤色の色彩が不明瞭であることか

Fig. 3. Relationship of body depth (% of SL) to SL (mm) in 
specimens of Parazen pacificus from Japan and Taiwan.
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ら，色彩の変化は必ずしも体長と比例しないもの

と考えられる．今後本種の詳細な形態と色彩の成

長変化を整理するためには，より多くの小型の標

本にもとづく検討が必要である．

比較標本　ベニマトウダイ：43標本（体長

80.4–169.8 mm）：KAUM–I. 35764–35767，4標本，

体長 83.6–104.3 mm，東シナ海，2010年 10月 8日；

KAUM–I. 60100，1標本，体長 114.2 mm，土佐湾，

2014 年 5 月 9 日；KAUM–I. 70066–70068，

70071–70080，12標本，体長 76.3–114.7 mm，東

シ ナ 海，2014 年 6 月 14 日；KAUM–I. 75255–

75257，3標本，体長 77.9–81.0 mm，東シナ海，

2015年 6月 20日；KAUM–I. 81596–81598，3標本，

体長 80.5–87.4 mm，東シナ海，2015年 6月 1日；

KAUM–I. 86316，1標本，体長 95.4 mm，東シナ海，

2015年 6月 19日；KAUM–I. 88756，88757，2標

本，体長 83.2–103.4 mm，東シナ海，2016年 5月

24日；KAUM–I. 100807，100808，100834，3標本，

体長 85.9–148.7 mm，土佐湾，2016年 12月 2日；

KAUM–I. 100956，1標本，体長 169.8 mm，土佐湾，

2016 年 11 月 12 日；KAUM–I. 105963，1 標 本，

体 長 105.0 mm， 土 佐 湾，1981 年 5 月 7 日；

KAUM–I. 150025，1標本，体長 152.2 mm，土佐湾，

2017年 1月 18日；KAUM–I. 151233，1標本，体

長 135.6 mm， 土 佐 湾，2017 年 11 月 2 日；

KAUM–I. 110229，1標本，体長 100.7 mm，台湾，

2017 年 1 月 18 日；KAUM–I. 112111–112118，8

標本，体長 106.9–131.0 mm，土佐湾，2017年 5

月 4 日；KAUM–I. 152218，1 標 本， 体 長 93.6 

mm，台湾，2018年 12月 26日；KPM-NI 51799，

1標本，体長 74.3 mm，遠州灘，2019年 1月 14日．
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